
 

 

                            

 

 

 

当
館
は
昭
和
五
十
七
年
（
一
九
八

二
年
）
四
月
、
旧
浦
賀
ド
ッ
ク
の
迎

賓
館
で
あ
っ
た
表
倶
楽
部

お

も

て

く

ら

ぶ

跡
地
に
、

浦
賀
地
域
の
歴
史
と
文
化
に
関
す
る

学
習
の
場
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

横
須
賀
市
で
最
初
の
本
格
的
な
常

設
展
示
を
持
つ
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し

て
貴
重
な
文
化
財
を
展
示
す
る
一
方
、

浦
賀
公
民
館
（
現
浦
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
）の
分
館
と
位
置
づ
け
、

公
民
館
の
機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
と

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
五
十
七

年
の
開
館
記
念
特
別
展
を
皮
切
り
に

毎
年
（
平
成
三
年
度
か
ら
隔
年
）
行

わ
れ
て
い
る
特
別
展
は
、
今
年
度
で

第
二
十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。 

昭
和
六
十
一
年
の
第
四
回
特
別
展

「
幕
末
の
浦
賀
与
力
・
中
島
三
郎
助

の
活
躍
と
そ
の
生
涯
」
開
催
を
契
機

に
、
翌
年
、
常
設
展
示
室
に
中
島
三

郎
助
資
料
館
が
増
築
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
に
展

示
室
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
浦

賀
の
歴
史
が
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
展
示
室
と
な

り
ま
し
た
。 

現
在
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
浦
賀

の
郷
土
史
研
究
等
、
地
域
の
文
化
活

動
の
拠
点
と
し
て
様
々
な
方
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

浦
賀
奉
行
所
開
設 

三
百
周
年
に
向
け
て 

 
 
 
 

三
年
後
の
平
成
三
十
二
年(

二
〇

二
〇
年)

に
、
浦
賀
奉
行
所
が
開
設
さ

れ
て
三
百
周
年
の
記
念
の
年
を
迎
え

ま
す
。 

浦
賀
奉
行
所
は
、
江
戸
湾
の
防
衛

の
要
地
、海
の
関
所
と
し
て
、ま
た
、

ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
の
舞
台
と
し
て
、

日
本
の
歴
史
上
た
い
へ
ん
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

三
百
周
年
の
節
目
の
年
に
向
け
て
、

地
元
を
中
心
に
多
く
の
方
た
ち
が
動

き
始
め
て
い
ま
す
。 

浦
賀
・
鴨
居
地
域
運
営
協
議
会
や
、

浦
賀
観
光
協
会
、
浦
賀
奉
行
所
復
元

協
議
会
な
ど
の
団
体
で
活
動
が
活
発

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

ど
の
よ
う
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ

る
か
は
、
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
過
性
の
盛
り
上
が
り
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
を
機
会
に
、
地
元
浦
賀
の
歴
史

を
一
層
深
く
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。 
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ゆ
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肖像画、中島家写真、家系図、遺言状、 
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★ 

特
別
展
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト 

★ 

第
１
回 

昭
和
57
年
度 

海
つ
き
の
村
・
鴨
居
の
漁
具
と
そ
の
生
活 

第
４
回 

昭
和
59
年
度 

幕
末
の
浦
賀
与
力
・
中
島
三
郎
助
の
活
躍
と
そ
の
生
涯 

第
９
回 

平
成
元
年
度 

写
真
で
み
る
浦
賀
の
今
と
昔 

第
13
回 

平
成
７
年
度 

見
な
お
そ
う
ふ
る
さ
と
浦
賀 

第
15
回 

平
成
11
年
度 

絵
図
に
見
る
浦
賀
の
移
り
変
わ
り 

第
16
回 

平
成
13
年
度 

異
国
船
の
渡
来
と
浦
賀 

第
17
回 

平
成
15
年
度 

ひ
な
か
ら
見
る
浦
賀
の
人
々 

～
子
供
の
成
長
と
し
き
た
り
～ 

第
20
回 

平
成
21
年
度 

咸
臨
丸
と
浦
賀 

～
万
延
元
年
遣
米
使
節
１５０
周
年
～ 

第
23
回 

平
成
27
年
度 

浦
賀
奉
行
所
か
ら
横
須
賀
製
鉄
所
へ 

～
浦
賀
の
繁
栄
と
わ
が
国
の
近
代
化
～ 

  

※
特
別
展
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
横
須
賀
市
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

       
昭和 10 年代 浦賀ドック表倶楽部 

浦賀コミセン分館 

今昔寫眞館 
 

昭和 56 年 建設時 現 在 



 

 

 

一
昨
年
よ
り
募
集
を
始
め
た
「
俳
句
の
散
歩

道
」
は
、
み
な
さ
ま
の
協
力
の
も
と
二
年
の
月

日
が
経
ち
ま
し
た
。
浦
賀
散
策
の
折
に
、
サ
ー

ク
ル
活
動
の
つ
い
で
に
、
節
目
や
地
域
行
事
の

度
に
と
多
く
の
方
に
投
句
し
て
い
た
だ
き
、
投

句
者
数
は
六
十
三
名
、
応
募
総
数
は
二
百
八
十

二
句
と
な
り
ま
し
た
。 

ご
投
句
い
た
だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
、
春
夏

秋
冬
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
投
句
順
） 

開
国
の
歴
史
真
っ
赤
な
落
椿 

 
 

意
地
と
ほ
す
木
鶏
蝦
夷
に
散
る
さ
く
ら 

 

浦
賀
な
る
ド
ッ
ク
跡
地
の
す
み
れ
か
な 

 

沖
で
鳴
く
霧
笛
に
春
の
目
覚
め
か
な 

 

花
ふ
ぶ
き
ま
で
も
行
か
ん
が
春
の
風 

 

夜
櫻
の
水
面
に
う
つ
し
扇
湾 

 
 

勝
海
舟
断
食
跡
と
や
山
笑
う 

 

菜
の
花
や
凾
館
は
る
か
愛
宕
の
碑 

一
湾
の
綺
羅
を
展
べ
た
る
二
月
か
な 

子
は
遠
き
も
の
と
仰
げ
り
花
曇 

木
鶏
の
墓
石
の
上
の
落
椿 

探
梅
や
浦
賀
の
町
は
寺
多
く 

朧
な
る
大
気
震
わ
せ
ポ
ン
ポ
ン
船 

船
あ
ま
た
浦
賀
水
道
春
霞 

ツ
ツ
ジ
咲
く
浦
賀
湊
の
汐
か
お
り 

ペ
リ
ー
祭
友
好
結
び
し
三
郎
助 

碧
血
や
五
月
流
る
ゝ
浦
の
親
子
鷹 

万
緑
や
愛
宕
の
山
の
坐
禅
石 

葉
桜
を
天
蓋
と
し
て
鉄
幹
碑 

紫
陽
花
の
一
本
道
が
海
と
な
る 

陸
軍
桟
橋
海
月
が
戻
っ
て
き
て
お
り
ぬ 

浦
賀
道
遙
往
時
を
い
ま
に
夏
の
海 

で
で
む
し
の
い
そ
ぎ
乗
り
込
む
渡
し
船 

草
河
豚
の
脈
動
輪
廻
の
時
来
た
る 

歓
迎
の
一
と
揺
れ
梅
雨
の
渡
し
船 

こ
ま
犬
の
眼
を
の
が
れ
た
る
梅
雨
す
ず
め 

初
吟
行
ポ
ン
ポ
ン
舟
や
梅
雨
曇 

浦
賀
的
に
歩
い
て
午
後
は
濃
紫
陽
花 

黒
南
風
や
江
戸
に
昭
和
が
建
っ
て
い
る 

黒
南
風
や
黒
船
の
沖
船
よ
ぎ
る 

日
盛
り
の
町
屋
に
の
こ
る
シ
チ
ュ
ー
鍋 

 

母
方
は
菊
の
香
り
と
人
の
良
さ 

晩
秋
の
浦
賀
開
国
も
の
が
た
り 

狛
犬
が
子
に
乳
を
や
る
七
五
三 

と
ん
ぼ
う
の
温
む
与
力
の
招
魂
碑 

秋
深
し
歴
史
探
訪
浦
賀
道 

浦
風
の
吾
を
過
客
に
し
て
澄
め
り 

秋
深
し
古
希
の
ド
ッ
ク
や
同
い
年 

鯊
舟
の
ひ
と
り
は
社
の
主
と
言
ふ 

爽
や
か
に
与
力
を
讃
ふ
講
釈
師 

野
分
し
て
ひ
た
に
濡
れ
た
る
引
揚
碑 

秋
晴
れ
に
元
気
に
歩
く
浦
賀
の
地 

 

浦
町
の
パ
ン
屋
に
ぎ
は
ふ
小
六
月 

 

黒
船
に
ゆ
か
り
の
浦
賀
冬
霞 

お
正
月
勾
玉
買
っ
て
参
り
ま
す 

渡
し
船
鷗
眠
た
い
春
を
待
つ 

寒
風
に
息
吹
き
運
ぶ
や
渡
し
舟 

佗
助
に
椿
談
義
の
句
輩 

春
を
待
つ
心
に
乗
り
し
渡
し
船 

春
を
待
つ
浦
賀
ド
ッ
ク
も
浮
雲
も 

冬
ざ
る
る
槌
音
消
え
し
造
船
所 

切
岸
に
房
総
指
呼
に
石
蕗
の
花 

つ
る
し
柿
家
族
の
数
に
剥
か
れ
を
り 

寒
稽
古
い
ま
も
伝
は
る
理
心
流 

  

箱
館
や
三
郎
助
に
は
な
お
遠
く 

浦
賀
来
て
会
津
の
縁
思
い
知
る 

建
国
の
魂
宿
る
愛
宕
山 

東
西
を
渡
船
が
む
す
ぶ
扇
海 

 

   

浦賀文化のバックナンバーがご覧いただけます

（http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2490/uragabunka/） 

我
が
家
は
猫
ハ
ウ
ス 

最
近
の
ペ
ッ
ト
情
報
で
は
猫
派
が

少
し
ず
つ
ふ
え
て
き
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
皆
さ
ん
は
犬
派
で
す
か
？
そ

れ
と
も
猫
派
？ 

私
は
ど
ち
ら
も
大
好
き
で
す
が
、

年
齢
と
と
も
に
毎
日
の
散
歩
が
大
変

に
な
り
数
年
前
か
ら
猫
ち
ゃ
ん
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。 

今
現
在
我
が
家
に
は
、
昨
年
末
に

事
情
あ
り
の
子
猫
を
引
き
取
っ
た
の

を
加
え
全
部
で
六
匹
い
ま
す
。 

こ
の
子
猫
が
か
な
り
の
や
ん
ち
ゃ

坊
主
で
部
屋
中
暴
れ
ま
く
り
、
他
の

猫
た
ち
は
ど
う
付
き
合
っ
て
よ
い
の

か
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
少

し
慣
れ
、
ジ
ャ
レ
合
っ
て
い
る
様
子

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ず
は

一
安
心
。
六
匹
も
い
る
と
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
で
面
白
い
で
す
。
姉
御
肌

の
タ
マ
、
図
体
は
で
か
い
の
に
小
心

者
の
ク
ロ

顔
が
バ
カ
殿
様
そ
っ
く
り
な
気
の
優

し
い
マ
ロ
、
甘
え
ん
坊
の
ヒ
メ
と
シ

ャ
イ
な
マ
ル
の
姉
妹
、
そ
し
て
悪
ガ

キ
子
猫
の
ト
ラ
。 

猫
は
気
ま
ま
で
、

彼
ら
の
そ
ん
な
と
こ

ろ
に
毎
日
癒
さ
れ
て

い
ま
す
。 （

金
さ
ん
） 

  

笑 

話 

一 

題 

俳
句
の
散
歩
道 

～
総
集
編
～ 

 
 

 
 

 
 

 

 

秋
冬 

殿
木
和
三
人 

大
塚
遊
球
子 

高
畑 

久
雄 

手
塚
登
喜
子 

服
部 

幸
子 

中
川 

岳
紹 

新
田 

和
江 

田
島
清
一
郎 

土
部 

千
恵 

日

置

正

次 

雅
楽
川
弘
志 

鈴
木 

利
男 

渡
辺 

初
子 

杉
井 

幸
枝 

佐
藤 

佳
子 

編
集
後
記 

 

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
年
）
に
創

刊
さ
れ
た
浦
賀
文
化
が
次
号
で
50
号

の
節
目
を
迎
え
ま
す
。 

横
須
賀
市
内
で
も
際
立
っ
た
特
色

を
持
つ
浦
賀
の
歴
史
を
、
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

今
後
と
も
紙
面
の
充
実
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

廣
川 

千
鶴 

小
竹 

兼
二 

石
川 

優
子 

田
島 

耕
史 

髙
野 

公
一 

芳
賀 

陽
子 

難
波 

俊
子 

藤
澤 

惠
波 

長
谷
部
知
子 

山
老 

成
子 

小
倉 

正
樹 

飛
奈 

珠
江 

山
本 

敏
倖 

絲
布 
み
こ 

中
岡 
昌
太 

肥
後 

陽
子 

 

阿
部 

文
彦 

一
井 

魁
仙 

清
水 

 

智 

藤
沢
無
可
有 

   

野
田 

和
彦 

松
井 

国
央 

堀
家 

彰
生 

新
井 

喜
久 

尾
久
美
耶
子 

武
部 

 

昭 

稲
葉 

英
智 

  

白
根 

文
子 

田
尻 

陸
夫 

霜
村 

啓
子 

金
井
ひ
と
し 

 

松
方 

尚
義 

青
木
あ
を
き 

徳
丸 

恵
子 

阿

部 
 

信 

小
堺 

基
和 

牛
山
み
つ
ゑ 

岡
川 

幸
子 

菊
川 

直
樹 

 

加
津 

保
義 

鈴
木 

信
忠 

芋

と

象 

中
村 

衣
子 

  

浦 

賀 

に 

て 

＊
「
歴
史
語
ら
い
座
・
浦
賀
」
は
、
次
号(

7
月
号)

か
ら
再
開
し
ま
す
。 


